
平
成
28
年
度
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
総
額
１
千
862
億
２
千
万
円

議
員
提
案
に
よ
る
政
策
条
例

「
川
口
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
」を
可
決

　
平
成
２８
年
第
１
回
（
３
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
２
月
２４
日
か
ら
３
月
２４
日
ま
で
の
３０
日
間

に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
平
成
２７
年
度
関
係
議
案
と
し
て
、
補
正
予
算
議
案
１０
件
、

条
例
な
ど
の
一
般
議
案
４
件
の
合
計
１４
件
が
、
ま
た
、
平
成
２８
年
度
関
係
議
案
と
し
て
、
当
初

予
算
議
案
１５
件
、
条
例
な
ど
の
一
般
議
案
４１
件
の
合
計
５６
件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

３月市議会定例会
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当
初
予
算
議
案
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平
成
28
年
度
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
今
月

号
の
特
集（
２・３
ペ
ー
ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
川
口
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

　
消
費
者
安
全
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
現
在

の
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
と
す
る
こ
と
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
の
名
称

や
位
置
、
開
所
時
間
な
ど
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
。

◆
川
口
市
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例

　
本
市
が
所
有
し
て
い
る
法
令
の
適
用
を
受
け

な
い
道
路
ま
た
は
河
川
な
ど
の
保
全
お
よ
び
適

正
な
維
持
管
理
を
図
る
た
め
、
そ
の
管
理
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

◆
川
口
市
民
会
館
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
建
物
の
安
全
性
が
確
保

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
、
同
種
の
類
似
施
設
も

併
存
し
、
所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
川
口
市
民
会
館
を
廃
止
す
る
も
の
。

◆
川
口
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
の
賦
課
限
度
額

を
51
万
円
か
ら
52
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
の
賦
課
限
度
額
を
16
万
円
か
ら
17

万
円
に
、
介
護
納
付
金
課
税
額
の
賦
課
限
度
額

を
14
万
円
か
ら
16
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

る
も
の
。

◆
川
口
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
現
在
の
川
口
市
立
川
口
総
合
高
等
学
校
、
川

口
市
立
川
口
高
等
学
校
、
川
口
市
立
県
陽
高
等

学
校
の
３
校
を
１
校
に
再
編
・
統
合
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
お
よ
び
位
置
を
削
除

す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
に
開
校
す
る
市

立
高
等
学
校
の
名
称
を
「
川
口
市
立
高
等
学

校
」
と
し
、
位
置
を
「
川
口
市
上
青
木
３
丁
目

１
番
40
号
」
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
28
件

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
歴
史
自
然
公
園
整
備
事
業
用
地

市
道
路
線
の
認
定
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
新
郷
第
79―

６
号
線

・
戸
塚
第
２―

１
号
線

基
本
構
想
を
定
め
る
議
案

◆
第
５
次
川
口
市
総
合
計
画
基
本
構
想
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
37
年
度
ま
で
の
ま
ち

づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
、
本
市
の

将
来
の
姿
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
必
要
と
さ
れ
る
施
策
の
基
本
的
な
方
向

を
定
め
る
た
め
、
基
本
構
想
を
と
り
ま
と
め
た

も
の
。

人
事
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
星
野
　
隆
男

◆
川
口
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

　
土
屋
悌
一
郎

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
荒
井
　
真
道
、
山
口
　
俊
子

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
条
例
１

件
、
意
見
書
２
件
の
提
出
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
、
意
見
書
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

【
条
例
】

◆
川
口
市
文
化
芸
術
振
興
条
例

　
心
豊
か
な
活
力
あ
る
市
民
生
活
と
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
理

念
や
市
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

本
市
が
行
う
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め

る
も
の
。

【
意
見
書
】

◆
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
機
能
強
化
を
求
め
る

意
見
書

◆
奨
学
金
制
度
の
拡
充
と
教
育
費
負
担
の
軽
減

を
求
め
る
意
見
書人

事
案
件

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
選
挙
管
理
委
員

　
岩
澤
　
勝
德
、
伊
藤
　
信
男
、

　
野
﨑
　
昌
雄
、
昼
間
　
英
司

◆
川
口
市
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
松
澤
　
正
久
、
磯
部
　
孝
司
、

　
熊
井
　
初
雄
、
野
島
　
輝
夫

◆
農
業
委
員
会
委
員

　
井
上
　
　
薫
、
木
岡
　
　
崇
、
宇
田
川
好
秀

       

補
正
予
算
議
案

|
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平
成
27
年
度
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
に

つ
い
て
は
105
億
２
千
498
万
５
千
円
の
追
加
で
、

そ
の
主
な
内
容
は
、
国
の
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
の
実
施
に
伴
う
臨

時
福
祉
給
付
金
の
支
給
に
係
る
経
費
の
ほ
か
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
、
環
境
施
設
整
備
基
金

積
立
金
、
市
産
品
フ
ェ
ア
事
業
、
教
育
施
設
整

備
基
金
積
立
金
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
は
次
の
６
会
計
が
補
正
さ

れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
、
介
護
保
険
事
業
お
よ
び
土
地
区
画
整
理

事
業
の
４
会
計
で
、
12
億
３
千
359
万
４
千
円
が

追
加
計
上
さ
れ
、
下
水
道
事
業
お
よ
び
看
護
学

校
事
業
の
２
会
計
で
、
４
億
５
千
470
万
８
千
円

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
企
業
会
計
は
、
病
院
事
業
で
国
庫
補

助
金
の
交
付
決
定
に
伴
い
、
他
会
計
繰
入
金
が

新
た
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

条
例
議
案

◆
川
口
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定

に
係
る
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て
、
本
市
の
一

般
職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し

を
行
う
も
の
。

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
並
木
元
町
雨
水
調
整
池
築
造
工
事

専
決
処
分
の
承
認
議
案

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
平
成
27
年
度
川
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算

・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

施政方針を述べる奥ノ木市長

平
成
28
年
度
関
係

平
成
27
年
度
関
係

新市立高等学校の
　学校名が決定しました
新市立高等学校の
　学校名が決定しました

平成30年4月開校 みなさんからご応募いただいた総数
721件、校名数478案の中から校名案
を選定し、３月市議会において、正式
に校名が決定しました。

　新しい市立高等学校が「教育都市川口」を
けんいん
牽引し、市内市立学校の中核的拠点校とし
て、市民のみなさんから誇りと憧れを持っ
て、その校名が呼ばれるようにとの思いを
込めて選定しました。

 か わ ぐ ち し り つ こ う と う が っ こ う

川口市立高等学校

問い合わせ…学務課　i048-258-1657　E048-253-6260 現在、校舎棟建設工事を進めています

伝統ある市立３校の
これまでの実績や成果を
等しく継承できる

シンプルで
親しみやすく、県内、県外の
人にもわかりやすい

完成イメージ

選定理由選定理由
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（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
星
野
　
隆
男

◆
川
口
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

　
土
屋
悌
一
郎

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
荒
井
　
真
道
、
山
口
　
俊
子

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
条
例
１

件
、
意
見
書
２
件
の
提
出
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
、
意
見
書
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

【
条
例
】

◆
川
口
市
文
化
芸
術
振
興
条
例

　
心
豊
か
な
活
力
あ
る
市
民
生
活
と
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
理

念
や
市
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

本
市
が
行
う
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め

る
も
の
。

【
意
見
書
】

◆
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
機
能
強
化
を
求
め
る

意
見
書

◆
奨
学
金
制
度
の
拡
充
と
教
育
費
負
担
の
軽
減

を
求
め
る
意
見
書人

事
案
件

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
選
挙
管
理
委
員

　
岩
澤
　
勝
德
、
伊
藤
　
信
男
、

　
野
﨑
　
昌
雄
、
昼
間
　
英
司

◆
川
口
市
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
松
澤
　
正
久
、
磯
部
　
孝
司
、

　
熊
井
　
初
雄
、
野
島
　
輝
夫

◆
農
業
委
員
会
委
員

　
井
上
　
　
薫
、
木
岡
　
　
崇
、
宇
田
川
好
秀

       

補
正
予
算
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
平
成
27
年
度
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
に

つ
い
て
は
105
億
２
千
498
万
５
千
円
の
追
加
で
、

そ
の
主
な
内
容
は
、
国
の
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
の
実
施
に
伴
う
臨

時
福
祉
給
付
金
の
支
給
に
係
る
経
費
の
ほ
か
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
、
環
境
施
設
整
備
基
金

積
立
金
、
市
産
品
フ
ェ
ア
事
業
、
教
育
施
設
整

備
基
金
積
立
金
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
は
次
の
６
会
計
が
補
正
さ

れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
、
介
護
保
険
事
業
お
よ
び
土
地
区
画
整
理

事
業
の
４
会
計
で
、
12
億
３
千
359
万
４
千
円
が

追
加
計
上
さ
れ
、
下
水
道
事
業
お
よ
び
看
護
学

校
事
業
の
２
会
計
で
、
４
億
５
千
470
万
８
千
円

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
企
業
会
計
は
、
病
院
事
業
で
国
庫
補

助
金
の
交
付
決
定
に
伴
い
、
他
会
計
繰
入
金
が

新
た
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

条
例
議
案

◆
川
口
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定

に
係
る
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て
、
本
市
の
一

般
職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し

を
行
う
も
の
。

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
並
木
元
町
雨
水
調
整
池
築
造
工
事

専
決
処
分
の
承
認
議
案

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
平
成
27
年
度
川
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算

・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

施政方針を述べる奥ノ木市長

平
成
28
年
度
関
係

平
成
27
年
度
関
係

新市立高等学校の
　学校名が決定しました
新市立高等学校の
　学校名が決定しました

平成30年4月開校 みなさんからご応募いただいた総数
721件、校名数478案の中から校名案
を選定し、３月市議会において、正式
に校名が決定しました。

　新しい市立高等学校が「教育都市川口」を
けんいん
牽引し、市内市立学校の中核的拠点校とし
て、市民のみなさんから誇りと憧れを持っ
て、その校名が呼ばれるようにとの思いを
込めて選定しました。

 か わ ぐ ち し り つ こ う と う が っ こ う

川口市立高等学校

問い合わせ…学務課　i048-258-1657　E048-253-6260 現在、校舎棟建設工事を進めています

伝統ある市立３校の
これまでの実績や成果を
等しく継承できる

シンプルで
親しみやすく、県内、県外の
人にもわかりやすい

完成イメージ

選定理由選定理由


